
5月 4月

● 

入
学

○ 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
に
入
部

明確な将来像があった
わけでもなく、なんとなく
地域の伝統校へ。

● 

入
学

○ 

塾
に
通
い
始
め
る

○ 

マ
ン
ガ『
ド
ラ
ゴ
ン
桜
』を
読
む

● 

遠
足

○ 

東
京
大
学
の
文
化
祭
へ

● 

ス
ポ
ー
ツ
祭

● 
入
学

● 

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン
プ

　
（
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
合
宿
）

● 

興
味
領
域
・
職
業
志
向
性
検
査

第一志望高校の
入試に失敗。無念
の入学。大学受験

でのリベンジを誓い、東京大
学を目標に掲げる。

○ 

水
球
部
に
入
部

あこがれの気持
ちが強固に。

個性を大切にする方針が気に入り入
学。将来については、漠然と「地元で何
か起業したい」という希望をもっていた。

● 

体
育
祭

● 

定
期
考
査

目標校
決定

勉
強
が
手
に
つ
か
な
い

理
由
を
わ
か
っ
て
あ
げ
た
い

　

生
徒
主
体
の
活
動
が
増
え
、交
友
関

係
も
広
が
る
高
校
生
活
。フ
レ
ッ
シ
ュ
な

気
持
ち
で
勉
強
や
学
校
行
事
、部
活
動

に
打
ち
込
む
1
年
生
も
多
い
で
し
ょ
う
。

一方
で
、親
は
子
ど
も
の
様
子
が
以
前
よ

り
見
え
な
く
な
り
、不
安
を
感
じ
る
か

ながつか・みちお●1967年千葉県生ま
れ。県立沼南高柳高校を経て、98年に県
立東葛飾高校に着任。同校でのべ11年
間進路指導部に携わる。2011年度は千
葉県進学指導部会研究委員長、中央教
育審議会大学分科会大学教育部会専
門委員も務め、学校の枠を超えて活躍。

千葉県立東葛飾高校
進路指導主事

長束倫夫先生

高
校
生
活
の
3
年
間
の
、ど
の
よ
う
な
体
験
が
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
進
路
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

卒
業
生
3
人
の
軌
跡
を
た
ど
り
な
が
ら
、各
学
年
に
お
け
る
注
意
ポ
イ
ン
ト
を
つ
か
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

取
材
・
文
／
藤
崎
雅
子　

撮
影
／
広
路
和
夫

高校時代の進路決定を
振り返ってくれた３人

学校行事への積極参加を通して目指す方向をみつけた

東京大学
文科三類1年

藤本奈那さん
人と情報の中心である東京で視野を広げ
ることを目指し進学。今は３年からの学部
選考に向けた勉強と、少林寺拳法部の活
動に一生懸命の大学生活を送っている。

出身：鳥取県立倉吉東高校
学校行事や国際交流に力を入れる進学
校。周辺に塾が少なく校内の講習が充実

高校入学時から目標を決めてコツコツ勉強した

慶應義塾大学
環境情報学部1年

稲葉 遊
ゆう

さん

幅広い分野に関心があり、迷いつつも最
終的には環境問題を学びたいと進学。大
学ではプログラミングや中国語にも興味
拡大中。ミュージカルサークルに所属。

出身：千葉県立東葛飾高校
制服がなく自由な校風の進学校。行事は
生徒主体で盛り上がる

〝社会で役立つ〞勉強のため校内外で精力的に活動した

東京都市大学
都市生活学部3年

鳥居朗
あきえ

江さん
高校生活を通じて将来像を具体化。現在、
“街づくり”に携わる仕事に就くことを目標
に、他大学の学生と共に街のリサーチや
イベント開催など幅広く活動中。

出身：東京都立晴海総合高校
２年生から「国際ビジネス」「芸術・文化」な
ど６系列に分かれる総合学科高校

環
境
の
変
化
に
戸
惑
い
も
あ
る
時
期
。

秋
に
は
進
路
に
か
か
わ
る
選
択
が
ス
タ
ー
ト

アドバイス

学
校
行
事
や
部
活
を
満
喫
。

疲
れ
て
勉
強
は
最
小
限

早
期
か
ら
大
学
見
学
し
、

高
校
受
験
の
リ
ベ
ン
ジ
を
目
指
す

漠
然
と「
将
来
は
起
業
し
た
い
」。

簿
記
を
個
人
的
に
学
び
始
め
る
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夏休み冬休み春休み

3月 2月 1月 12月 11月 10月 9月 8月 7月 6月

● 

前
期
中
間
考
査

● 
学
園
祭

● 

国
際
高
校
生
フ
ォ
ー
ラ
ム

 

※ 

国
内
外
の
高
校
の
生
徒
を
招
い
て

　

 
 

意
見
発
表
し
合
う
高
校
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

● 

前
期
期
末
考
査

● 

韓
国
の
姉
妹
校
か
ら
短
期
交
換
留
学
生
来
日

● 

後
期
中
間
考
査

● 

文
理
選
択

○ 

予
備
校
の
冬
期
講
習
に
参
加

● 

模
試　

志
望
校
欄
に「
京
都
大
学
」と
記
入

● 

校
外
研
修（
東
京
大
学
見
学
）

● 

学
年
末
考
査

自宅で留学生のホー
ムステイ受け入れ。英
語で意思疎通するお
もしろさを実感。

高校の先生から
声をかけられて
参加。他校生か
ら刺激をもらい、
勉強の意欲が少
しアップした。

この時は東京大学を見て
も何も感じなかった。

「目標は高いほうがいい」と担
任の先生からアドバイスされ、
成績とは関係なく、イメージで憧
れていた大学名を書いた。

縦割クラス対
抗で行う合唱
に燃えた。最優

秀賞を逃したのは悔しか
ったが、クラスの結束が強
まり充実感もあった。

「部活で疲
れた」を理
由にあまり

勉強せず。普段毎週
末に出される膨大な
課題も、かなり手抜き
だった。

韓国や英国の高校生とも交流。中学時代から英語
が好きで海外に興味があったが、実際に国際的な
体験を重ねるうちに、世界をもっと見てみたい気持
ちが強まっていった。

数学が苦手だったため、
安易に文系を選択。

● 

定
期
考
査

● 

進
路
行
事
で
筑
波
大
学
を
見
学

● 

合
唱
祭

● 

文
化
祭

○ 

東
京
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、

　

 

青
山
学
院
大
学
の
文
化
祭
へ

● 

定
期
考
査

● 
生
徒
面
談
週
間

● 
２
年
の
科
目
選
択

　

 

（
地
理
／
日
本
史
）

● 

定
期
考
査

○ 

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
に
入
部

● 

定
期
考
査

○ 

個
人
的
に
簿
記
の
勉
強
を
始
め
る

● 

晴
海
祭（
文
化
祭
）

● 

科
目
選
択
説
明
会

● 

授
業
・
部
活
動
公
開

● 

職
場
訪
問

○ 

日
商
簿
記
検
定
2
級
・３
級
受
験
↓
３
級
の
み
合
格

● 

２
年
次
の
系
列
選
択

○ 

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
先
生
に
紹
介
さ
れ
、

　

 

起
業
し
た
卒
業
生（
大
学
生
）に
会
う

● 

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
発
表
会（
各
自
が
自
己
分
析
に

　
 

基
づ
い
て
生
涯
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
作
成
）

○ 
日
商
簿
記
検
定
２
級
受
験
↓
合
格

● 
定
期
考
査

● 

球
技
大
会

物理学に興味
があり、関連書
籍を読んだり、大
学生の兄に相談
したりしていた。

● 

模
試

○ 

水
球
部
か
ら
軽
音
楽
部
へ
転
部

志望校ではなか
ったが、東京大
学と比較して見
ることができ、参
考になった。

友人に誘われて訪
問。受験はまだ先な
ので気が緩みがち

だったが、大学に行くと勉強の
モチベーションがアップ。

主なテーマは学校生活
について。志望校につ
いても軽く話題にのぼ
り、先生から激励された。

自分は文系か理系か迷っ
ていたので、どちらにも対
応しやすい地理を選択。

診断結果から「リ
ーダー気質」を
自覚。それまでは
目立ちたがりと
思われるのが嫌
で控えめにして
いたが、「これも
自分の個性の１
つ」と自信がもて
るように。

先に簿記の勉強を始めて
いた友人を見て羨ましく思
い、一緒に勉強するよう

に。経済のしくみを知ることは将来役
立つだろうと思うとやる気が出た。

部活後に学校に残っ
て２時間ほど簿記の
勉強に励んだ。強制さ
れずにやる勉強の楽
しさに夢中になった。

起業に役立つと考え、「国
際ビジネス系列」を選択。

それまで“起業”そのものに
憧れていたが、先輩の話か
ら“何で”起業したいかとい

う中身が大事だと気づかされた。

卒業後から老後までを
イメージすることで、高
校で何を学ぶべきか真
剣に考えるように。

目標としてき
た校内最年
少合格記録
をマーク。

● 

定
期
考
査

スポーツ祭でクラスメイトと

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の一
例
で
、子
ど
も

が
勉
強
し
な
く
な
っ
た
場
合
は
、特
に
心

配
で
し
ょ
う
。
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、注
意
が
必
要
な
の
は
、学
力
レ
ベ
ル

の
高
い
高
校
に
入
学
し
て
相
対
的
に
成

績
が
下
が
って
し
ま
い
、頑
張
って
で
き
な

い
の
が
嫌
に
な
っ
て
、あ
え
て
勉
強
し
な

く
な
る
ケ
ー
ス
で
す
。

 

「
そ
ん
な
時
に『
ち
ゃ
ん
と
や
り
な
さ

い
』と
怒
っ
た
り
、『
な
ぜ
勉
強
し
な
い
の

か
』と
問
い
詰
め
て
も
逆
効
果
。子
ど
も

の
複
雑
な
気
持
ち
を
わ
か
っ
て
あ
げ
て

ほ
し
い
。ち
ょっ
と
し
た
き
っ
か
け
で
自
ら

変
わ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、見
守
り
、理

解
す
る
姿
勢
と
き
っ
か
け
づ
く
り
が
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
」（
長
束
先
生
）。

文
理
・
科
目
選
択
は
、安
易
に

得
意
・
不
得
意
だ
け
で
選
ば
な
い

　

秋
頃
に
は
翌
年
度
の
文
理
・
科
目
選

択
に
向
け
た
希
望
調
査
を
行
う
高
校

も
。安
易
に
得
意・不
得
意
だ
け
で
選
ぶ

の
で
は
な
く
、「
何
を
勉
強
し
た
い
か
」と

い
う
視
点
も
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

 

「
大
学
入
試
の
有
利
さ
よ
り
、興
味・関

心
で
選
ん
だ
ほ
う
が
本
人
の
納
得
感
が

高
い
も
の
。そ
の
後
に
興
味
分
野
が
変
わ

っ
た
り
、不
得
意
科
目
が
克
服
で
き
ず

に
文
理
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、し
っ
か
り
考
え
て
選
択
し

て
い
け
ば
後
悔
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
」

（
同
）

※ ●＝学校行事、進路指導（主なもののみ）　○＝個人的な活動、できごと　※学校行事や校外イベントは卒業生在学当時のおよその時期で、現在の開催時期と異なる場合があります。
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夏休み

10月 9月 8月 7月 6月 5月 4月

● 

高
校
総
体

● 

前
期
中
間
考
査

○ 

県
主
催
勉
強
合
宿

● 

学
園
祭

● 

国
際
高
校
生
フ
ォ
ー
ラ
ム

● 

前
期
期
末
考
査

● 

韓
国
研
修（
修
学
旅
行
）

大会前は部活に気
持ちが集中し、勉強
面の意欲はダウン。
大会後も勉強の意
欲は低調で自信も
なく、明確な目標の
ない状態でいいの
だろうか、という気持
ちもあった。

１年にひき続き最優秀賞は
受賞できず。終了直後から
来年度のリベンジに向け作
戦を練り始めた。

法律に興味があったので、東
京大学の志望は文科一類
に。目標が決まり、以前よりま
じめに課題に取り組むように
なったが、集中力が続かない
日が少なくない。

合宿中に講演された大学の先生に、もっと見
識を広げたいという話をしたところ、「人と情報
が集まる東京の大学に進むといいのでは」と

アドバイスされ腹に落ちる。それなら目標は高いほうがや
る気が出ると考え、東京大学を目指すことを決心。

● 

遠
足

● 
遠
足

● 

ス
ポ
ー
ツ
祭

● 

定
期
考
査

● 

進
路
行
事
で
東
京
工
業
大
学
を
見
学

● 

模
試

● 

合
唱
祭

● 

文
化
祭

● 

定
期
考
査

● 

修
学
旅
行

● 

定
期
考
査

○ 

初
め
て
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
へ

● 

晴
海
祭

○ 

ハ 

ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
部
長
に
な
る

● 

プ
レ
課
題
研
究
ス
タ
ー
ト

 

※ 

3
年
必
修
の「
課
題
研
究
」

　

 
 

（
卒
業
レ
ポ
ー
ト
）の
準
備

部活→塾→自宅
で塾の宿題とギタ
ーの練習、というハ
ードな毎日。決めた
分が終わらないと
寝られない性格。
塾の費用を出して
くれた祖母への感
謝もあって毎日夜
中まで猛勉強。

練習でさらに疲れがたまり、と
うとう駅で失神。自分の限界
を知る。高校受験でもきまじ

めすぎて精神的に参っていたので、スト
レスに強くなりたいと思うように。

修学旅行委員長と
して行き先決めか
ら携わる。仲間と

思い切りはじけてよい思い出
に。友達との仲が深まった。

友人と遊ぶ機会が増加。放課後は塾の自
習室ではなく、友人とカラオケへ行くことも。

やりたいことははっきりしていなかった
が、秘書技能検定やワープロ実務検
定など将来役に立ちそうな資格や検定
はできるだけとっておくことにした。学校
の課題や定期試験以上に頑張った。

複数の大学を見て「学生がイ
キイキしているところへ行きた
い」と思うように。自分に合う
大学のタイプがわかった。

晴海祭では中国語選
択クラスで出店

創部以来一度も勝ったこ
とがないため、練習メニュ
ーの見直しなど“勝てるチ
ームづくり”に熱中。

● 

体
育
祭

● 

定
期
考
査

研究テーマとして、身のま
わりで気になっていた「放
置自転車」を検討。

志望校
決定

の
ん
び
り
す
る
時
間
が

必
要
な
子
ど
も
も

　

2
年
生
に
な
る
と
学
校
生
活
に
も

慣
れ
、時
間
的
な
余
裕
も
で
き
ま
す
。

幅
広
い
活
動
に
時
間
を
注
げ
る一方
で
、

進
路
意
識
が
ま
だ
低
く
中
だ
る
み
も

見
ら
れ
ま
す
。さ
っ
ぱ
り
勉
強
し
な
い
子

ど
も
に
親
は
ヤ
キ
モ
キ
す
る
こ
と
も
あ

る
で
し
ょ
う
が
、〝
中
だ
る
み
〞が
必
ず
し

も
悪
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

「
ず
っ
と
走
り
続
け
ら
れ
る
子
ば
か
り

で
は
な
く
、進
む
ペ
ー
ス
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。

『
の
ん
び
り
し
た
時
間
が
あ
っ
た
か
ら
受

験
期
は
勉
強
に
集
中
で
き
た
』と
い
う

生
徒
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
」（
同
）。

将
来
へ
の
強
い
気
持
ち
は

体
験
を
通
じ
て
育
ま
れ
る

　

ま
た
、勉
強
の
意
欲
が
落
ち
て
も
、

「
学
校
行
事
や
部
活
動
な
ど
に
意
欲
的

な
ら
心
配
な
い
」と
長
束
先
生
。余
裕
の

あ
る
こ
の
時
期
に
、学
校
は
職
業
体
験

や
大
学
見
学
、国
際
交
流
な
ど
多
彩
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

か
ら
将
来
の
夢
や
目
標
が
み
つ
か
る
こ

と
も
多
い
と
い
い
ま
す
。

 

「
体
験
し
た
こ
と
で
、か
え
って
目
標
に

不
安
が
生
じ
た
り
、進
路
希
望
が
変
わ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。し
か
し
、悩
ん
だ

り
葛
藤
し
た
り
し
な
が
ら
考
え
を
深
め

る
こ
と
で
、自
分
が
何
を
大
切
に
進
路

時
間
的
に
余
裕
が
あ
り
、幅
広
い
活
動
に

挑
戦
で
き
る
が
、中
だ
る
み
も
見
ら
れ
る

目
標
が
定
ま
り
、勉
強
は
低
調
だ
が
、

見
識
を
広
げ
た
１
年
間

高
校
生
活
の
楽
し
さ
を
満
喫
。

き
ま
じ
め
さ
の
殻
が
破
れ
た
時
期

数
多
く
の
資
格
・
検
定
に
挑
戦
。

部
長
と
し
て
部
活
に
も
熱
中
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冬休み春休み

3月 2月 1月 12月 11月

● 

後
期
中
間
考
査

○ 

予
備
校
の
冬
期
講
習
に
参
加

● 

学
年
末
考
査

○ 

県
主
催
の
米
国
派
遣
に
参
加

広い世界を見る機会
には積極的に参加。
一緒に参加した高校
生の英語力に圧倒さ
れ刺激を受ける。

勉強熱心な韓国の高校
生とふれあい、自分の暮
らす環境が世界標準で

はないと実感。もっと見識を広げた
いという気持ちが一層強まった。

講習の内容や参加者の
気迫から、受験が間近に
迫ってきたことを自覚。

● 

定
期
考
査

● 

文
理
選
択 

○ 

志
望
校
に
つ
い
て
迷
う

● 

定
期
考
査
、軽
音
楽
部
ラ
イ
ブ

○ 

進
路
情
報
を
収
集

○ 

簿
記
の
専
門
学
校
へ
通
い
始
め
る 

● 

球
技
大
会

● 

定
期
考
査

○ 

週
末
に
ホ
テ
ル
で
結
婚
式
の
配
膳
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
る

○ 

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
、公
式
戦
で
初
勝
利

● 

修
学
旅
行

● 

生
徒
面
談
週
間

○ 

「
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」に

　

 

関
す
る
本
を
何
冊
か
読
む

受験科目が少ない
東京工業大学に志
望を変えるか悩む。

東北大学で下宿してもいいか
も両親に相談。結局東京大学
志望は変えないことに。

進路情報誌で慶應義塾大学の環境情報学部を知
り、環境問題に興味。進路室にあった書籍などで環
境関係の仕事について研究するなど、慶應義塾大
学の環境情報学部がかなり気になるように。

勉強とギター練習の忙しさと、進路の
悩みで気持ちがパンク。寝坊ついで
にテストをサボって映画に行ってしまっ
た。高校の先生に呼び出されたが、不
安な気持ちを話せてスッキリした。

高校在学中に日商簿記
1級取得の記録を作りた
いと思い、社会人の学校
で10時過ぎまで勉強。

社会人としてのふ
るまいが身につく
仕事を体験してお
こうと思った。

この頃は物理学への
興味は薄れていたが、
理系の学問や職業に
関する書籍を読んで、
理系を選択。

● 

定
期
考
査

興味
発見

2月の修学旅行では
熊本の阿蘇山へ

選
択
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
〝
軸
〞が
見

え
て
く
る
も
の
で
す
」（
同
）。

塾
通
い
や
部
活
動
は

本
人
の
意
思
が
大
事

　

注
意
し
た
い
の
は
、子
ど
も
が
勉
強

し
な
い
か
ら
と
、本
人
が
希
望
し
て
い
な

い
の
に
塾
通
い
を
さ
せ
た
り
、部
活
動
を

や
め
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
。

 

「
高
校
生
活
は
受
験
や
将
来
の
た
め
だ

け
に
存
在
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

『
部
活
に
夢
中
に
な
っ
た
』『
学
校
行
事

を
思
い
き
り
満
喫
し
た
』と
いっ
た
満
足

感
や
達
成
感
も
必
要
。今
を
精
いっ
ぱ
い

生
き
る
お
子
さ
ん
を
肯
定
し
て
見
守
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
」（
同
）。

 
進路選択で

 後悔したことは？
1年生の文理選択時、国語が得意で数学が
苦手だったので、安易に文系に決めてしまい
ました。今、世の中の動きについて自分なり
に考える材料がたくさん得られる、文系の良さ
も感じていますが、少し後悔もあります。理系
のおもしろさを理解する機会を失ったと思う

と、人生全体では損したような気がするのです。もし高校時代に戻れるな
ら、たとえ東京大学に入れなくても、理系を選ぶかもしれません。

 保護者は進路にどう関わった？
基本的に「お前の人生だからやりたいようにやれ」というスタンス。あまり
熱心に勉強しなかった時期でも、親に「勉強しなさい」と言われたことはな
いですね。東京大学志望について「いつか止められるだろう」と思ってい
たのですが、それもありませんでした。3年生になって早朝に登校するよう
になると、母は早起きしてお弁当づくりし、父は通勤時に学校まで車で送
ることで応援の気持ちを示してくれました。それでいっそう「頑張らなくち
ゃ！」という気持ちになったものです。

 
２年生での中だるみ、あった？

ペースを崩さずコツコツ勉強していた１年生、
受験と部活で多忙を極めた3年生に比べ、2
年生の時は確かによく遊んでいました。でも、
それで後悔はしていません。たまに友達とカ
ラオケに行ったり、修学旅行ではしゃいだ時
間のおかげで、まじめ過ぎてストレスに弱かっ
た性格から、肩の力が抜けた明るい性格に
変わることができました。徹夜で語り合える友達ができたおかげで、受験
のつらい時期も乗り越えることができました。

 保護者は進路にどう関わった？
母が家族そろって食事をとることを大切にしていたので、その時によく進
路の話もしました。だから、進路に対するぼくの考えを、家族はだいたい知
っていたと思います。進学費用の面で、私立大への進学や下宿通いをし
てよいかは親に相談しました。学費の安い国立大学に進学するよう言わ
れていましたが、自分の気持ちを一生懸命話したら理解してくれ、ありがた
かったです。合格後に進学先を決める際も親とたくさん話し、最終的には
ぼく自身が納得いくほうを選ばせてくれました。

 
学んでおいて

 よかったと思うことは？
たくさんありますが、特に3年必修の「課題研
究」に取り組んだ経験が大学で役立っていま
す。2年生春のテーマ探しから始まり、3年生で
は現状分析、現場に足を運んでリサーチを積
み重ね、１年かけて改善策を出しました。こんな
ふうに論理的に情報を整理して発表する機会

を高校時代にもった人は少ないようで、大学の友人には「レポートがうまいね」
と言われることも。社会に出てからも生かせるといいなと思っています。

 保護者は進路にどう関わった？
母には高校選びの時から心配をかけていると思います。母は大学進学に
強い普通科高校を勧めたのですが、私が選んだのはまったく異なる総合
学科高校。「親が何を言ってもムダ、好きにさせるしかない」とあきらめたよ
うです。「こうしなさい」といった指示はなく、相談にのったり励ましたりして
きてくれました。進学先の大学を決めた時も、新設学部の一期生というこ
とで心配したようですが、私が説明すると納得してくれました。私の性格を
一番理解してくれる存在です。

※ ●＝学校行事、進路指導（主なもののみ）　○＝個人的な活動、できごと

安易な文理
選択

にちょっぴ
り後悔

（藤本さん
）

カラオケに行った時間もムダじゃない（稲葉さん）

私を理解し
て

支えてくれ
た母に感謝

！

（鳥居さん
）
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夏休み

8月 7月 6月 5月 4月

● 

高
校
総
体

● 

前
期

　

 

中
間
考
査

● 

学
園
祭

国公立
大学

私立
大学

専門
学校

○ 

東
京
大
学
の

　

 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加

● 

国
際
高
校
生

　

 

フ
ォ
ー
ラ
ム

クラスメイトを見
習い、早朝に登
校して勉強する
ようになった。

受験を理由に中途半端なこ
とをしたくなく、演劇の出し物
に没頭。仲間と激論を交わし

ながらつくりあげ、念願の最優秀賞を
受賞。大きな達成感を得る。

● 

模
試（
以
後
、月
1
回
の
ペ
ー
ス
）

○ 

前
期
生
徒
会
長
に
な
る父に付き添っても

らって東京へ。決
意を新たにした。

● 
模
試（
以
後
、約
2
カ
月
に

　

 

1
回
の
ペ
ー
ス
）

● 

課
題
研
究
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

入
試
ス
ケ
ジ
ュー
ル
の
目
安

● 

遠
足（
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
）

● 

ス
ポ
ー
ツ
祭

● 

定
期
考
査

● 

合
唱
祭

● 

進
路
行
事
で
東
京
大
学
、

　

 

早
稲
田
大
学
を
見
学

● 

授
業
で
株
式
会
社
の

　

 

模
擬
経
営
を
体
験

● 

遠
足

○ 

日
商
簿
記
１
級
受
験
、不
合
格

○ 

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加

● 

定
期
考
査

○ 

A
O
入
試
を
受
け
始
め
る

○ 

東
京
都
市
大
学
都
市
生
活
学
部
を
知
る

周りは勉強ムードで
5時頃帰る人もいた
が、たまの息抜きと
わりきり閉園時間ま
で思い切り遊んだ。

普段の日の静かなキャ
ンパスの様子や学生の
雰囲気をチェック。

放置自転車について調べるうちに、“街づくり”
に強く関心をもつように。大学に行って専門
的に学んでみたいという気持ちが芽生える。

社長役に立候補。会社設立から
株主への利益還元まで、簿記の知
識を生かして奮闘。社長の仕事が
いかに決断の難しい仕事か知る。

８月までに約10
校の大学を訪
問。しかし、“街づ

くり”ができそうな大学がみ
つからず、大学進学に対す
る希望が薄れていった。

やりたいことができる学部かど
うかわからないというモヤモヤを
抱えながら、とりあえず印象の
良い大学を受験。自分でも納
得のいくアピールができず、不
合格をもらった大学もあった。

● 

体
育
祭

● 

定
期
考
査

興味
発見

信
じ
て
応
援
す
る
こ
と
が

子
ど
も
の
大
き
な
力
に

　

学
校
行
事
や
部
活
動
の
中
心
と
し
て

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
な
か
、受
験
が

目
前
に
迫
る
３
年
生
は
、大
変
忙
し
く

な
り
ま
す
。
学
校
生
活
だ
け
に
の
め
り

込
ん
で
は
あ
と
で
苦
労
す
る
し
、か
と
い

っ
て
受
験
対
策
だ
け
で
も
息
切
れ
し
て

し
ま
い
ま
す
。
子
ど
も
な
り
に
優
先
順

位
を
つ
け
、両
立
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、成
績
が
思
う
よ
う
に
伸
び
な

い
、模
試
の
判
定
が
悪
い
な
ど
で
落
ち
込

む
時
期
は
、多
く
の
子
ど
も
に
あ
る
も

の
。
保
護
者
も
心
配
に
な
り
早
い
段
階

で
志
望
校
を
再
考
さ
せ
た
く
な
り
ま

す
が
、最
後
の
追
い
込
み
で
状
況
は
大

き
く
変
わ
り
ま
す
。

 

「
自
分
を
過
小
評
価
す
る
生
徒
は
多
い

で
す
ね
。『
自
分
を
信
じ
ろ
』と
励
ま
し

て
い
ま
す
が
、本
人
以
上
に
そ
の
子
の
こ

と
を
信
じ
て
あ
げ
ら
れ
る
の
が
親
。
信

じ
て
く
れ
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、子
ど
も

も
踏
ん
張
れ
る
と
思
い
ま
す
」（
同
）。

直
前
の
進
路
変
更
も

あ
り
え
る
と
覚
悟
を

　

こ
の
時
期
で
も
、大
学
進
学
を
や
め

た
い
、別
の
進
路
を
目
指
し
た
い
、な
ど

子
ど
も
の
考
え
が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り

え
ま
す
。
周
囲
は
う
ろ
た
え
て
し
ま
う

最
高
学
年
と
し
て
の
役
割
と
受
験
勉
強
で
多
忙
に
。

進
路
決
定
の
ペ
ー
ス
は
人
そ
れ
ぞ
れ

学
校
行
事
に
も
手
を
抜
か
ず
、

後
半
で
猛
烈
に
追
い
上
げ

息
抜
き
し
な
が
ら
精
神
面
の

安
定
に
努
め
た
多
忙
な
日
々

夏
に〝
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
〞

大
学
と
め
ぐ
り
合
う

入試科目等発表

募集要項が出始める

募集要項等発表
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※入試スケジュールは例年の傾向を示したもの。詳細は各都道府県、大学・学部、専門学校で異なるので、各学校から発表される情報をご確認ください。

冬休み春休み

3月 2月 1月 12月 11月 10月 9月

入学手続き（随時） 推薦・AO・一般選考（随時）

● 

前
期
期
末
考
査

● 

放
課
後
課
外
授
業
ス
タ
ー
ト

○ 

東
京
大
学
二
次
受
験

● 

卒
業

○ 

志
望
を
東
京
大
学
の

　

 

文
一
か
ら
文
三
に
変
更

模試の判定はずっと最低ランク。
「志望校を変えればラクになれる」
とくじけそうになるも、自分を信じて
自分なりの勉強方法を続けた。

私大は受けず東京大
学一本で勝負し合格。

周囲にあまり塾がないため学校中
心に受験対策。ほぼ毎日、課外授
業があり、面倒に感じる日もあった

が、学園祭でともに演劇に燃えた仲間も一緒
の講座を受講していたのが心の支えに。

問題を解く手応えが感じ
られるように。判定結果
が気にならなくなってき
た。

文一合格の見
通しが立たず、
先生と相談して
やむなく変更。

高校生活でここが成長！
力いっぱい取り組んで結果を出
した経験から自信がついたとと
もに、広い世界を見て謙虚な
気持ちも生まれた。

● 

卒
業

高校生活でここが成長！
過密なスケジュールをこなすな
かで、一つひとつに集中して時
間をうまく使う方法が身につい
たと思う。

● 

卒
業

高校生活でここが成長！
実社会で役立つ知識や資格
を得ただけでなく、勉強する楽し
さ、自分の適性、目指す方向性
など数多くのことに気づくことが
できた。

● 

文
化
祭
、軽
音
楽
部
の
引
退
ラ
イ
ブ

● 

定
期
考
査

● 

生
徒
面
談
週
間

● 

セ
ン
タ
ー
試
験
の
指
導

● 
定
期
考
査

○ 

受
験

● 

個
別
指
導
、面
談

● 

晴
海
祭

○ 

簿
記
検
定
1
級
受
験
、不
合
格

● 

課
題
研
究
発
表

● 

定
期
考
査

セ
ン
タ
ー
試
験

AO入試

推薦入試

一般入試
二次試験

一般入試
ＡＯ入試

推薦入試（公募・指定校）

部活は普通4～5月で引
退するのに、夏休みも猛
練習して勉強と両立。や

ることが多いほうが、時間を大切に
集中して取り組めると思った。

大みそかの
晩に友人と
集まって初

詣へ。そのまま河原で
夜を徹して語り合い、
一緒に初日の出を拝ん
だ。この日を機に生活
を朝型に切り替えるとと
もに、気持ちも受験モー
ドにスイッチできた。

慶應義塾大学環境情報
学部に合格！ 筑波大学
も合格したが、環境問題
に文系からのアプローチ
も可能な慶應義塾大学
により魅力を感じた。学費
はかかるが両親も許してく
れ、慶應義塾大学を選択。

2点足らずで不
合格になり、悔し
い思いをする。

街かどに立ってカウン
ト調査したり、区役所で
ヒアリングしたりした結
果をまとめ、放置自転
車撲滅プランを発表。

入学
手続き
締切

入学
手続き
締切

入学
手続き
締切

入学
手続き
締切

迷ったが、1年生から目
標にし努力してきた東京
大学を最終的な第一志
望に、慶應義塾大学を第
２志望にした。

進路
決定

進路
決定

で
し
ょ
う
が
、進
路
変
更
自
体
は
長
い

人
生
に
お
い
て
決
し
て
マ
イ
ナ
ス
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

 

「
保
護
者
の
方
に
は
、そ
の
よ
う
な
時
、

し
っ
か
り
本
人
の
話
を
聞
い
て
あ
げ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。な
か
な
か
親
に
言

い
出
せ
な
く
て
対
応
が
遅
く
な
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、普
段
か
ら
進
路
に
関
し

て
本
音
で
話
せ
る
雰
囲
気
が
あ
る
と
い

い
で
し
ょ
う
ね
」（
同
）。

保
護
者
会
に
参
加
す
る
と

親
子
で
共
通
の
話
題
が
増
え
る

　

高
校
で
は
保
護
者
向
け
に
も
進
路

説
明
会
や
面
談
な
ど
を
設
定
し
て
い
ま

す
。
特
に
3
年
生
で
は
開
催
回
数
や
内

容
が
充
実
。
詳
し
い
資
料
や
最
新
の
情

報
を
入
手
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
、な

る
べ
く
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

 

「
一
番
の
メ
リ
ッ
ト
は
、教
員
の
話
を
直

接
聞
く
こ
と
で
学
校
が
よ
く
見
え
る
と

い
う
こ
と
。
お
子
さ
ん
と
目
線
が
そ
ろ

い
、お
互
い
話
が
し
や
す
く
な
る
と
思
い

ま
す
」（
同
）。

　

進
路
選
択
や
受
験
を
す
る
の
は
あ

く
ま
で
本
人
。し
か
し
、子
ど
も
は
急
に

自
立
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
ま
で
の
親
子
関
係
を
ベ
ー
ス
に
少
し

ず
つ
手
が
放
せ
る
よ
う
、子
ど
も
の
理
解

に
努
め
な
が
ら
、じ
ょ
う
ず
に
成
長
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

※ ●＝学校行事、進路指導（主なもののみ）　○＝個人的な活動、できごと

○ 

東
京
都
市
大
学
の

　

 

公
募
推
薦
を
受
験 カウンセラーの先生の

ところで、偶然、来春新
設予定の街づくりに関

する学部の先生に出会う。学び
たかった学問内容と、実社会とギ
ャップのない勉強ができそうな点
に魅力を感じて志望校に。

新設学部にあまり乗り気でなかっ
た母を説得して受験し合格。一
橋大学の推薦にも合格したが、
自分のやりたいことと方向性が合
う東京都市大学を迷わず選択。

進路
決定

志望校
決定
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